
地域保健福祉推進協議会                          

第２回健康あだち２１専門部会報告資料 
 
 

件 名 
 足立保健所窓口等運営業務委託の公募型プロポーザルによる事業

者の特定結果について 

所管部課  衛生部 衛生管理課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 足立保健所窓口等運営業務委託プロポーザル選定委員会における審査の

結果、以下の事業者を契約の相手方として特定したので報告する。 

１ 業務名 

足立保健所窓口等運営業務委託 

２ 目 的 

（１）公募型プロポーザルにより、民間事業者の視点を活かした提案を受け

選定することで、サービスの質的向上や事務効率の改善に加え、人材確

保、労務管理、人材育成などの区職員の業務の軽減を図る。 

（２）窓口等業務を委託することで、保健センター専門職がより丁寧かつ寄

り添った質の高いサービスを提供できる体制を整える。 

３ 内 容 

東部保健センターを除く足立保健所、竹の塚保健センター、江北保健セ

ンター、千住保健センターの窓口における母子保健事業、予防接種事業、

畜犬登録、医療費助成、自立支援医療、自立支援給付、成人保健事業、そ

の他電話等対応 

４ 特定した相手方 

（１）事業者名 株式会社ヒューマントラスト 

代表者 渡辺 恵三（営業本部 本部長） 

（２）所 在 地 豊島区東池袋３－１－１ 

５ 申込事業者数 

（１）書類審査（第一次評価） 

３事業者から申込みがあり、提案書提出者として３事業者を選定 

※ この後、１事業者は足立区プロポーザル方式への参加資格を有し

なくなったため失格、もう１事業者は事業者都合により辞退 

（２）プレゼンテーション（第二次評価） 

１事業者から提案書の提出があり審査 

６ 現在の受託者 

株式会社パソナ 
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７ 業務期間 

（１）移管準備業務 

契約確定日から令和８年３月３１日まで 

（２）足立保健所窓口等運営業務 

令和８年４月１日～令和１３年３月３１日まで（５年間） 

８ 提案価格 

2,001,178,999円（５年間の委託経費および移管準備経費、税込） 

【内訳】 

５年間の委託経費   1,925,000,000円（税込） 

移管準備経費        76,178,999円（税込） 

［参考：現在の契約額］ 

1,169,850,000円（５年間の委託経費※、税込） 

※ 受託者の変更が無かったため、移管準備経費なし。 

［主な増額理由］ 

（１）業務量の増加による人員の増 

（２）人件費の増 

９ 特筆すべき提案概要、評価した理由・ポイント 

No. 提案概要 評価した理由・ポイント 

１ 

都内他区市での受託者変

更を伴う業務移管の事業

受託実績 

他の自治体において実際に保健所窓

口業務を受託している実績があり、

現在も業務委託による安定運営が行

われていることから、安定的な区民

サービスの提供が期待できる。 

２ 

現行受託者からの転籍と

同種・同業の自社社員の

配置、新規採用をもとに

した４保健センターへの

具体的な人員配置体制 

統括責任者や４保健センターへの業

務責任者の配置をはじめ、具体的か

つ明確な人員配置体制が計画されて

いる。 

３ 

従事者への支援、助言、

指導体制 

現場に常駐する業務責任者がメンタ

ーとなることで働きやすい職場環境

の構築、また、待遇面も含めた就業

意欲の向上を図ることで、長期的な

雇用に繋げる取組みが検討されてい

る。 

４ 

多言語音声翻訳機の導入

や外国語対応者の配置に

よる外国人への対応 

他の自治体において導入、配置実績

があり、近年増加している外国人に

ついても、これまで以上によりきめ

細やかな窓口対応が期待できる。 

５ 

ＤＸ化による業務の改

善、効率化 

申請時に必要な医療機関情報を検索

しやすくするデジタルツールを導入

するなど、待ち時間を短縮するため

のＤＸ化の推進が見られる。 
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１０ 特定までの経緯 

（１）公募期間 令和７年９月１９日から令和７年１０月２日まで 

（２）選定委員会 

ア 委員会開催状況 

 開 催 日 内 容 審査事業者数 

第１回 ９月１２日 選定方法や評価項目等の確認 － 

第２回 １１月 ５日 
第一次選考(提案書提出者の選

定:書類審査) 
３事業者 

第３回 １２月 ９日 
第二次選考(事業者の特定:プ 

レゼンテーション、ヒアリング) 
１事業者 

イ 委員構成（計７名） 

種 別 氏 名 役 職 等 

学識経験者 

酒井 雅男 

【委員長】 
弁護士 

古俣 理子 帝京科学大学医療科学部看護学科講師 

野田 睦子 社会保険労務士 

区 民 政田 和行 足立区健康づくり推進員会議会長 

区職員 

勝田 実 副区長 

岩松 朋子 政策経営部長 

馬場 優子 衛生部長 

ウ 審査項目および審査結果 

別紙１「提案書提出者選定結果（第一次）」および別紙２「提案書

特定結果（第二次）」のとおり 

１１ 今後の方針 

（１）移管準備期間 

令和８年４月１日からの足立保健所窓口等運営業務開始に向けて、現

行受託者からの業務引継ぎや業務運営体制の具体的な人員配置の確立

を迅速かつ確実に実施していただくよう、新規および現行受託者と協

議、調整を実施していく。 

（２）足立保健所窓口等運営業務開始後 

引き続き新規受託者と協議を重ね、業務委託の安定運営と区民サービ

スの向上を目指す。 
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別紙１ 

 

足立保健所窓口等運営業務委託 提案書提出者選定結果（第一次） 

項 番 評価項目 配 点 

評価点 

株式会社ヒュー 

マントラスト 
Ｂ者 Ｃ者 

1 経営状況 120 68 70 120 

2 業務遂行力 150 133 150 30 

3 履行保証力 60 60 31 31 

4 

瑕疵担保力 ※１ 

(瑕疵に対する責任として 

賠償責任保険加入の有無) 

60 34 ※１ 60 ※１ 60 ※１ 

5 業務執行技術力 100 80 86 49 

6 業務遂行体制 400 335 364 229 

7 情報セキュリティ 110 93 70 81 

評価点小計（1,000点満点、平均点） 803 831 600 

区内に本店のある事業者の加点（10％） 0 0 0 

評価点合計（1,000点満点、平均点） 803 831 600 

順  位 2 1 3 

選定結果 選定 選定 選定 

※ 小数点以下は四捨五入 

※１ 賠償責任保険の加入について、「既に保険加入済み」は満点の６０点だが、区との契約

直前に加入する予定となっていたため、減点となった。 
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別紙２ 

 

足立保健所窓口等運営業務委託 提案書特定結果（第二次） 

項 番 評価項目 評価の視点 配 点 

評価点 

株式会社ヒュー 

マントラスト 

1 

移管準備業務 

移管準備業務体制 15 8 

2 移管準備業務内容 25 18 

3 スケジュール 10 9 

4 

保健所窓口等業務 

業務理解度 45 45 

5 業務運用体制 245 193 

6 業務内容 200 188 

7 安全管理体制 80 69 

8 業務改善提案 30 20 

9 コスト ※１ 提案見積価格 ※１ 50 33 ※１ 

10 

事業者の信頼度 

コンプライアンス体制 60 46 

11 履行準備計画及び業務引継ぎ 40 30 

12 提案書 100 78 

13 プレゼンテーション 100 83 

評価点小計（1,000点満点、平均点） 820 

区内での本店または支店、対象業務区域の有無に応じた加点（2～5％） 0 

評価点合計（1,000点満点、平均点） 820 

順  位 1 

特定結果 特定 

※ 小数点以下は四捨五入 

※１ 提案見積価格について、５年間の経費の積み上げはあったものの、詳細な内訳が資料

として提出されていなかったため、減点となった。 

Administrator
タイプライターテキスト
1

Administrator
タイプライターテキスト
5



 



地域保健福祉推進協議会                          

第２回健康あだち２１専門部会報告資料 
 
 

件 名  令和６年度ジェネリック医薬品使用率について 

所管部課  衛生部 データヘルス推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 厚生労働省から令和６年度の全国市区町村別ジェネリック医薬品使用状

況が公表されたので報告する。 

 

１ 足立区のジェネリック医薬品使用率（数量ベース） 

  ９１．０％（令和７年３月） 

  ２３区で第１位 

※ 第２位は江戸川区（90.8％）、第３位は葛飾区（90.1％） 

※ 出典：厚生労働省「調剤医療費（電算処理分）の動向 ～令和６年度

版～」 

※ 自治体内に所在する薬局のデータを集計 

 

２ 使用率の推移 

令和６年度の使用率は令和５年度と比較して 5.7ポイント増加し、全国

（90.6％）、東京都（88.1％）の使用率を上回った。 

足立区、全国、東京都のいずれも令和５年度の使用率から大幅に増加し

たが、これは令和６年１０月の制度改正で、ジェネリック医薬品があるに

もかかわらず先発医薬品を希望した場合、その差額の４分の１相当が特別

の料金として加算されるようになったことが要因と推測される。 

なお、毎年度、高い使用率を維持しているのは、足立区薬剤師会にご協

力いただき、会員薬剤師からジェネリック医薬品のメリットを対面で説明

し、勧めていただいていることが大きな要因と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

区 83.5%

区 85.3%

区 91.0%

都 80.2%

都 81.9%

都 88.1%

国 83.7%

国 85.3%

国 90.6%

80%

82%

84%

86%

88%

90%

92%

R04 R05 R06

区 都 国

88%

90%

92%

80%

86%

84%

82%

 

Administrator
タイプライターテキスト
6



３ 保険別の足立区の使用率（令和７年３月） 

（１）国民健康保険 

87.7%（81.8%） 

（２）後期高齢者医療制度 

88.0%（81.9%） 

（３）生活保護医療扶助 

92.3%（87.7%） 

※ 後期高齢者医療制度の使用率は２３区中１位。 

  国民健康保険と生活保護医療扶助は他区の使用率を把握できない

ため２３区順位は不明。 

※ 括弧内は令和６年３月の使用率 

※ 各制度が保有するレセプト情報を集計 

 

４ 削減効果額の推計（令和６年度） 

（１）国民健康保険 

約 10億 9,948万円 

① 区 (7割負担)約 7億 6,963万円 

② 区民(3割負担)約 3億 2,984万円 

（２）生活保護医療扶助 

約 5億 5,811万円 

※ 使用されたジェネリック医薬品がすべて先発医薬品だった場合の金

額との差を推計 

 

 

 

 

 

Administrator
タイプライターテキスト
7



地域保健福祉推進協議会                          

第２回健康あだち２１専門部会報告資料 
 
 

件 名 
 令和７年度「あだちっ子・いい歯推進園表彰事業」の実施結果につ

いて 

所管部課  衛生部データヘルス推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 令和７年度「あだちっ子・いい歯推進園表彰事業」について、報告する。 

健康あだち２１（第三次）行動計画の取組みの一環として、「あだちっ子歯

科健診(４～６歳)」や「６歳臼歯の育成」「歯みがきや規則正しい食習慣づく

り」等に積極的に取組む幼稚園・保育園（所）を募集･表彰するとともに、優

れた取組みの紹介を行った(平成２７年度開始)。 

 

１ 応募園数 ８５園（６年度１０１園） 

【内訳】私立幼稚園(１０)、区立保育園・認定こども園(３０)、 

公設民営園(５)、私立保育園(３９)、認証保育所(１)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 審査結果 ※別紙リーフレット参照 

【特別賞】 園名 

区長賞 
西新井教会保育園 

（私立保育園） 

教育長賞 
竹塚幼稚園 

（私立幼稚園） 

足立区歯科医師会長賞 
北千住もみじの森保育園 

（私立保育園） 

【優 秀 賞】   １５園 

【優秀賞(幼稚園)】 ３園 

【奨 励 賞】   ６２園 

【名人認定※】    ２園 ※ 特別賞を３回受賞すると名人に昇格 

 

資料３ 

令和７年度ステッカー 

25 26

42
49

61
54

59
65

79

101

85

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

応募施設数 10 周年 
記念事業 
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３ 表彰 

優秀賞以上の受賞園に賞状・記念品・ステッカー・園児用シール等を、

奨励賞受賞園に賞状・ステッカーを郵送にて贈呈した。 

 

４ 表彰園の紹介 

区公式ホームページ、リーフレットの配布（全保育施設・幼稚園・こど

も園・小学校、歯科医師会等）、パネル展示等で紹介している。 

 

５ その他 

令和８年度は、受賞園を中心に配付している「取組み紹介リーフレット」

を全教育・保育施設の４歳（年少児）～６歳（年長児）に配付することで、

その波及効果により、より多くの教育・保育施設の意識の高揚を図る。 

 

６ 実施主体 

足立区・足立区教育委員会・公益社団法人東京都足立区歯科医師会共催 
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地域保健福祉推進協議会                          

第２回健康あだち２１専門部会報告資料 
 
 

件 名  令和７年度６月食育月間の取り組み結果について 

所管部課 
 衛生部こころとからだの健康づくり課 

シティプロモーション課、学務課、子ども施設指導・支援課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 今年度の食育月間は、昨年度から引き続き、楽（らく）して、楽（たの）

しく野菜を食べることをコンセプトとした「楽（らく）ベジ」をテーマに、

啓発を実施した。その結果を報告する。 

 

１ 「楽ベジメニューを食べてプレゼントを当てよう！」企画 

（１）取り組み結果 

普段あまり野菜を食べていない方も楽しみながら食べられるよう、あだ

ちベジタベライフ協力店３３店舗で楽ベジメニューを提供。 

注文された方に、アップルウォッチやホットプレート等のプレゼントが

抽選で１０３名に当たる応募カードを配付。 

実施店舗数 33店舗 

提供食数 3,503食 

応募数 
964件 

（R6年度 676件※） 

応募実人数 778人 

実施店舗数にオンラインでミールキットを販売する区内企業含む 

 

 

 

 

 

 

（２）応募者の感想・意見等 

ア 今まで野菜を意識していなかったが、これを機に食べていきたい。 

イ 野菜たっぷりで美味しいものを食べるだけで応募出来、嬉しい。来

年も楽しみ。 

資料４ 

※ 令和 6 年度は、クッ

クパッド「東京あだち

食堂」の楽ベジメニュ

ー15 品から、作ってみ

たいレシピに投票した

方に抽選で当たるプレ

ゼント企画を実施。 

応募者の 65％が食

育月間のメインタ

ーゲットである 

「30 代～50 代」の

働き世代であった。 

（人） ｎ＝778 
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２ 野菜を食べて、ベジチェックにチャレンジ 

（１）取り組み結果 

手をかざすだけで野菜の推定摂取量がわかる「ベジチェック」に参加し、

国が推奨する１日３５０ｇ以上だった方に上記１の企画と同様の応募カー

ドを配付。 

ベジチェック実施数 延べ 1,524人 

応募カード配付数（350ｇ以上の方）    782枚 

応募数    445件 

応募実人数    429人 

（２）応募者の感想・意見等 

ア 親子で参加し、この企画のおかげで野菜を摂ることを子どもにも考え

させることができた。 

イ ベジチェックで３５０ｇ以上の人への応募カードを配付は、野菜を食

べることへのモチベーションアップにつながるので良い。 

（３）食育月間ベジチェック特設会場・実施数 

実施日 会 場 実施数 

6/1(日) 舎人地域学習センター 150人 

6/7(土) ギャラクシティ 266人 

6/8(日) ポンテポルタ千住 338人 

6/13(金) 足立成和信用金庫 竹の塚支店 129人 

6/14(土) イトーヨーカドー アリオ西新井店 211人 

6/24(火) ルミネ北千住社員食堂 89人 

6/28(土) ポンテポルタ千住 341人 

合計 1,524人 

※ すこやかプラザ あだちはベジチェックを常設 

（４）セブン‐イレブンでベジチェック 

セブン‐イレブンとカゴメ㈱との連携により、６月の食育月間から１１月

の糖尿病月間までの６か月間、区内２４店舗にベジチェックを設置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6月～8月  1か月毎に 8店舗ずつ設置 

自分の野菜摂取レベルを測定 
↓ 

 9月～11月  3か月後に再設置 

継続的な野菜摂取を応援 
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３ 応募企画プレゼント別応募数 ※両企画（上記１と２）の応募合計数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 区内青果店（北足立市場協会）との連携 

地域の青果店で６月１９日の食育の日に、野菜を購入した方へベジタベエ

コバッグ・野菜レシピをプレゼント。２８店舗（令和６年度２９店舗）、各店

舗２５名。 

５ 「ちょこ活」の推進 

毎日の生活に無理なく運動を取り入れる「ちょこ活」を啓発。５０種類以

上あるウォーキングコース及びしょうぶまつり＆世界の食広場（スタンプラ

リー）をリーフレット・ホームページにより紹介。 

６ 企業との連携 

 
連携先 内容 

⑴ セブン -イレ

ブン 

ア 楽ベジメニュー「小松菜のバター醤油パスタ」

「6品目のこまツナサラダ」の販売（足立区全域

約 140店舗と近隣区でも販売） 

イ おいしい給食メニュー「えびクリームライス」

を４年連続販売（都内計 14区） 

ウ ベジチェックの実施 前頁２（４）参照 

エ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑵ ポンテポル

タ千住 

ア 6月中、ショッピングモール全体で「ベジ食べ

フェスタ」を開催。スタンプラリーや野菜の収

穫等の体験型イベント、ベジチェック測定会

（6/8，6/28）を実施、参加者 3,136人 

イ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑶ ライフ ア ライフ（ポンテポルタ千住店）ではベジチェ

ック測定会（6/8）に合わせ、たべものクイズラ

リーを開催 

イ のぼり旗・ポップ等の掲出 

※（ ）内は当選者数 応募数（件） ｎ＝1,409 
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⑷ イトーヨーカ

ドー、ヨーク 

ア アリオ西新井店では、食品売り場のクッキン

グサポートでベジチェック測定会と楽ベジメニ

ューの実演及び試食（189食提供）を実施 

イ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑸ 北千住マル

イ 

ア 懸垂幕「楽ベジ始めませんか！」を設置 

イ 楽ベジメニューを食べてプレゼントを当てよ

う企画に 8店舗参加 

ウ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑹ ルミネ北千

住 

ア 社員食堂で週 1 回、野菜や栄養バランスに配

慮した「楽ベジメニュー」を提供 

イ 従業員向けベジチェックの実施 

ウ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑺ キユーピー 

（株） 

ア ギャラクシティで食育教室を開催 

イ 「サラダ」をテーマに区とコラボレシピを作

成し、区内スーパーの食品売り場等で啓発 

⑻ 味の素（株） 「中華」をテーマに区とコラボレシピを作成し、

区内スーパーの食品売り場等で啓発 

⑼ 城北ヤクル

ト販売（株） 

ア アプリ、ホームページにて食育月間ＰＲ 

イ リーフレットの配布協力 

⑽ 足立成和信

用金庫 

 

ア 竹の塚支店のイベント（マルシェ等）にてベ

ジチェック測定会（6/13）を実施 

イ 社員食堂で月間中２回「楽ベジメニュー」を

提供 

ウ リーフレット配布協力 

エ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑾ ベルクス のぼり旗・ポップ等の掲出 

⑿ 東武ストア のぼり旗・ポップ等の掲出 

⒀ 無印良品 ルミネ北千住店、アリオ西新井店で、のぼり旗・

ポップ等の掲出 

⒁ デニーズ のぼり旗・ポップ等の掲出 

⒂ （株）すかい

らーくホー

ルディング

ス 

区内ガスト、藍屋、夢庵、桃菜、バーミヤン、 

しゃぶ葉で、のぼり旗・ポップ等の掲出 

⒃ 日高屋 のぼり旗・ポップ等の掲出 

⒄ 大戸屋 のぼり旗・ポップ等の掲出 

⒅ 明治安田生

命保険相互

会社 

リーフレット配布協力 
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⒆ 第一生命保

険（株） 

リーフレット配布協力 

⒇ 日本生命保

険相互会社 

リーフレット配布協力 

７ 区内大学との連携 

学食を保有する帝京科学大学、東京電機大学、東京未来大学、文教大学に

て、のぼり旗・ポップ等を掲出、大学生にベジタベ事業をＰＲ。 

８ おいしい給食事業との連携 

（１）もりもり給食ウィーク（６月１６日～２０日）や野菜の日等での啓発。 

（２）区立・私立保育園、幼稚園での小松菜栽培及び調理体験等の実施 

（２１９施設）。 

（３）区立・私立保育園及び中央図書館・地域図書館でのひと口目は野菜から

チャレンジシートの実施（１８３箇所）。 

 

９ 区民への周知 

（１）あだち広報５月２５日号 

（２）リーフレット配布及びポスター掲示 

   【主な配布・掲示場所】 

    ア あだちベジタベライフ協力店 

    イ 地域学習センター、図書館等の区内施設 

    ウ 区立・私立保育園、幼稚園、区立小学校 

    エ 元気な職場づくり応援事業所 

（３）ホームページ等を活用した情報発信 

  ア 区ホームページ 

  イ Ａメール・ＳＮＳ（Facebook、Ｘ（旧 Twitter）、LINE） 

（４）本庁舎でのＰＲ 

  ア 懸垂幕、横断幕の設置 

  イ アトリウム展示（６月２日～６月１３日） 
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地域保健福祉推進協議会                          

第２回健康あだち２１専門部会報告資料 
 
 

件 名  令和７年度１１月糖尿病月間の取り組み結果について 

所管部課  衛生部こころとからだの健康づくり課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 今年度１１月の糖尿病月間では、「ベジ＋ちょこ活」をテーマに、日常生

活でプラス５分多く動く「ちょこ活」の周知、ベジチェックや企業等とのコ

ラボによる野菜摂取を促す取組などを実施したので、報告する。 

 

１ 「ちょこ活」の推進 

  まずは１日プラス５分から日常生活の中で運動量を増やす｢ちょこ活｣

の啓発を推進した。 

（１）「ちょこ活」チラシの新規作成・配布 

   昨年度糖尿病月間応募企画で集まった区民が実践した｢ちょこ活｣の

事例（約 600事例）を取り入れたチラシを、理学療法士等（あだちＰＯ

Ｓネットワーク）監修のもと新たに作成し、測定会等で配布した。 

（２）プレゼント企画「ベジ＋ちょこ活で健康に！」 

  ア 「ちょこ活」に関する取り組みを３日間実施し応募された方に抽選

で健康グッズ等をプレゼント。 

  イ プレゼント内容 

  （ア）Apple Watch SE        … １名 

  （イ）New Balance スニーカー    … ２名 

  （ウ）野菜をおいしく食べるセット※ …４０名 

    ※ キユーピー株式会社、味の素株式会社より協賛 

  ウ 応募者数 

    ４８８名（昨年度：５９５名） 

    プレゼント企画応募者の男女別・年齢別の「ちょこ活」取組内容な

どを分析し、今後の企画につなげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 
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  エ 応募状況内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ※年代・性別の無回答者６０名を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 企業との連携 

（１）セブン‐イレブンでベジチェック 

   セブン‐イレブンとカゴメ㈱との連携により、６月の食育月間から 

１１月の糖尿病月間までの６か月間、区内２４店舗にベジチェックを設

置、その最終月であった。 

 

 

 

 

 

     

特に取り組んでいただきたい働き世代（30～50代）は 249人

で、全体の 58％であった。 

20代以上は、どの年代も男性より女性の方が多かった。 

（人） 

（人） 

6月～8月  1か月毎に 8店舗ずつ設置 

自分の野菜摂取レベルを測定 

↓ 

9月～11月 3か月後に再設置 

継続的な野菜摂取を応援 
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（２）楽彩株式会社との連携企画「２０～４０代向け腸活ごはん」 

   ～楽彩(株)のミールキットで簡単クッキング＆食事付き～ 

   区内企業である楽彩㈱と、２０～４０歳代の若い世代向けに野菜摂取

と腸活等がテーマの教室を実施した。 

  ア 実施日および場所 

    令和７年１１月２５日（火）、梅田地域学習センター 

  イ 参加者 

    ２０名 

  ウ 主な感想 

    ① ミールキットを初めて使って、手軽さと美味しさに驚いた。 

    ② 腸活の話を詳しく聞けてよかった。 

       

         教室の様子     

 

（３）東武ストア、文教大学「ぶんこ食堂」と区とのコラボ弁当 

   文教大学の子ども食堂「ぶんこ食堂」を運営する学生の想いから生ま

れたレシピと足立区産の小松菜“あだち菜”を詰め込んだコラボ弁当２

種を、区管理栄養士も監修し商品化。１１月中、東武ストア全店舗（区

外含め）で販売した。 

  ※ 足立区内５店舗（梅島・北千住・小菅・大師前・竹ノ塚）は令和８

年２月末まで販売予定 

（４）キユーピー株式会社と区とのコラボレシピ 

   キユーピー（株）と「サラダ」をテーマに区とのコラボレシピを作成

し、区内スーパーの食品売り場で PRコーナー等を設置した。 

 

３ その他の取り組み 

（１）各種測定・リスクチェック等 

  ア 親子や若い世代が集まる場所等で、ベジチェックや体組成測定を実

施。ちょこ活や運動の啓発も行った。また、一部会場において楽ベジ

レシピの試食も行った。 

 

 

 

チキンチキンごぼう 

   ＆小松菜のごはんとサラダ 
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  （ア）会場別測定会結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     合計（延べ）１，２７３名 

                      （昨年度：１，０４３名） 

※ １ スポーツ推進員による運動体験ブースを設置 

※ ２ 楽ベジレシピの試食：240食 

  （イ）元気な職場づくり応援事業支援事業所（２事業所）で測定会を実

施した。 

  イ 自分のリスクを確かめる手段として、以下の事業等について周知し

た（糖尿病月間リーフレットに掲載）。 

    ① 若年者対象の健診事業（スマホ deドック） 

    ② 区内１２薬局でのヘモグロビンＡ１ｃ測定 

    ③ インターネット上のセルフチェックツール「糖尿病危険度チェ

ック」（ＮＰＯ法人メディカル指南車） 

（２）北足立市場や青果店とのコラボ企画「野菜の選び方教室」 

   北足立市場を会場とし、野菜への関心を高め、野菜摂取に対する動機

付けを強化するため、小学生とその保護者を対象に青果店店主による教

室を開催した。 

  ア 実施日および場所 

    令和７年１１月２９日（土）、北足立市場 

  イ 参加者 

    １６組、３８名 

 

日程 実施場所 ベジチェック 体組成測定 

11/8 

(土) 
エル・ソフィア 203名 118名 

11/9 

(日) 
エル・ソフィア 88名 ― 

11/12 

(水) 
区役所アトリウム※１ 152名 117名 

11/13 

(木) 
区役所アトリウム 135名 118名 

11/15 

(土) 
ギャラクシティ 133名 69名 

11/22 

(土) 

イトーヨーカドー 

アリオ西新井店※２ 
140名 ― 

計 
851名 

(昨年度：638名) 

422名 

(昨年度：405名) 
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  ウ 主な感想 

    ① とてもためになった。いつもと違う調理法も教えてもらったの

で、やってみたい。 

    ② すごく参考になったし面白かったため、もっと野菜が好きにな

り、食べたいと思った。 

 

４ 広報・周知 

（１）あだち広報 １０月２５日号 

（２）リーフレット配布及びポスター掲示 

  ア 区内主要駅 

  イ 保健センター、区民事務所、図書館等の区施設 

  ウ 医療機関、薬局 

  エ 元気な職場づくり応援事業支援事業所 

  オ アリオ西新井、イトーヨーカドー、ヨークフーズ、ベルクス、東武

ストア 

  カ 足立成和信用金庫、明治安田生命保険相互会社、第一生命保険株式

会社、日本生命保険相互会社、城北ヤクルト販売株式会社等 

（３）インターネット・ＳＮＳ等 

  ア 区ホームページ 

  イ ＳＮＳ等（A-メール、LINE、Ｘ［旧 Twitter］、Facebook） 

  ウ 区内保育園、介護施設、障がい者施設等の職員へ向けたメール配信 
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地域保健福祉推進協議会                          

第２回健康あだち２１専門部会報告資料 
 
 

件 名  令和８年度におけるＲＳウイルスワクチン接種の新規開始等について 

所管部課  衛生部保健予防課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 令和８年度の定期接種における変更点など以下３点について国から方針

が示されたため報告する。 

 

１ 令和８年度の定期接種について 

（１）新規 妊婦へのＲＳウイルスワクチン※接種について 

ＲＳウイルス感染症の予防を予防接種法のＡ類疾病（社会全体の感染

症予防）に位置付けることとし、母子免疫ワクチンとして妊婦に定期接

種として実施する。 

※ 乳幼児に多い急性の呼吸器感染症を予防するワクチン。生後６か

月以内に感染すると重症化しやすいため、妊婦にワクチンを接種す

ることで胎盤を通じて胎児に抗体が移行し、出生直後の重症化を予

防する。 

ア 定期接種の対象者 

妊娠２８週から３７週に至るまでの者 

イ 接種方法 

妊娠毎に１回０．５ｍｌを筋肉内に接種する。 

ウ 定期接種の開始時期 

令和８年４月１日 

 

（２）変更 高齢者肺炎球菌ワクチンの変更について 

   ワクチンの有効性、安全性、費用対効果の知見を踏まえ、高齢者の定

期接種に用いるワクチンをＰＰＳＶ２３からＰＣＶ２０に変更する。 

ア 対象者 

（ア）６５歳の者（現行通り） 

（イ）６０歳から６４歳で一定の基礎疾患を有する方（現行通り） 

イ 使用するワクチン 

     ＰＣＶ２０のみとする。 

【ワクチン接種の単価（円）】 

現在  今後 

ＰＰＳＶ２３のみ 

（＠8,525） 

ＰＣＶ２０のみ 

（＠10,400） 

資料６ 
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ウ 定期接種の開始時期 

     令和８年４月１日 

   エ 接種費用 

     区としてはワクチンが変更された場合も、自己負担なしでの接種

を継続する予定。 

 

（３）変更 女性へのＨＰＶワクチンを９価のみとすることについて 

  ア 現在、ＨＰＶワクチンは２価、４価、９価が販売されており、いず

れのワクチンもＨＰＶ感染症に対する定期接種に用いられている。 

  イ 令和５年度に９価が定期接種で用いるワクチンとして位置付けら

れて以降、２価、４価の接種者数は顕著に減少しているため、令和８

年度から９価のみを定期接種で用いるワクチンとする。 

【ワクチン接種の単価（円）】 

現在  今後 

２価（＠17,666） 

９価のみ（＠30,069） ４価（＠17,666） 

９価（＠30,069） 

 

（４）追加 男性ＨＰＶワクチン接種における９価ワクチンの追加について 

  これまで接種されていた４価ワクチンに加え、令和８年４月１日か

ら東京都によるＨＰＶワクチン接種補助事業に９価ワクチンが追加さ

れる予算案が示されたため、区としても９価ワクチンを追加すること

を検討している。 

ア 助成額 

４価ワクチン同様、９価ワクチンについても全額公費助成とする。 

イ 予診票 

令和７年度以前に発行した予診票でも、９価ワクチンを接種可能。 

ウ 交互接種 

原則は同じ種類のワクチンで接種することが望ましい。医師の判

断のもとでワクチンを切り替えることも可能。 

エ 東京都の補助 

令和８年度東京都予算案において、男性に対する９価ワクチンに

ついて半額補助する方針が示された。 
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地域保健福祉推進協議会                          

第２回健康あだち２１専門部会報告資料 
 
 

件 名 
 東京都内共通受診方式による１か月児健康診査・産婦健康診査の実

施について 

所管部課  衛生部保健予防課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 現在の１か月児健康診査・産婦健康診査は、それぞれの判断により、出産

した病院において自費で受診している。令和８年１０月１日からは、１か月

児健康診査・産婦健康診査に対し東京都内自治体による公費負担を開始する

ため、その考え方について下記の通り報告する。 

記 

１ 概要 

（１）導入背景 

出産後間もない時期の産婦と乳児に対する健康診査の導入により、出

産初期段階における経済的負担の軽減と母子に対する妊娠期からの切れ

目ない支援体制を整備する。 

（２）目的 

  ア １か月児健康診査 

早期に発見し、介入することにより疾病予後の改善が見込まれる身

体疾患が顕在化する時期である１か月児に対して、疾病及び異常を早

期に発見し、適切な指導を行うことで、その進行を未然に防止するた

め。 

  イ 産婦健康診査 

産後２週間、産後１か月など出産後間もない時期の産婦に対し、母

体の身体的機能の回復、授乳状況、精神状態の把握等を行う健康診査

を実施することで、産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図るた

め。 

（３）実施方法 

都内医療機関での個別健康診査  

（４）都内共通受診方式の導入理由 

都内では居住自治体以外での出産が約半数であり、産婦や新生児が自

治体の区域を越えて広域的な健康診査を受診できるようにするため。 

（５）開始時期 

令和８年１０月１日受診分から開始予定  
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４月からではなく１０月開始となったのは、支払いシステムに使用し

ている東京都国民健康保険団体連合会（※）のシステム改修に時間がか

かるため。 

※ 国民健康保険団体連合会とは、国民健康保険法第８３条に基づき、

都道府県単位で設立された団体で、医療機関からのレセプトを点検

し、診療報酬等の支払い業務を行っている。 

（６）健診内容等  

種 別 健康診査の内容 回数・見込数 単価・総額 

１か月児 

健康診査 

①身体の発育状況や栄養

状態の把握 

②身体異常の早期発見 

回 数 

１回 

（生後１か月頃） 

※ 出生後２８日

～４１日 

見 込 数 

4,100人 

単 価（予定） 

6,000円×1回 

総 額 

約 2,500万円 

 

※ 特定財源 

(国 1/2) 

約 1,250万円 

産婦 

健康診査 

①母体の身体機能の回復 

②授乳状況 

③産婦の精神状態を把握

し、産後うつや新生児

への虐待を予防 

回 数 

２回 

（産後２週間・ 

１か月頃） 

※ 原則、産後 

２か月以内 

見 込 数 

4,100人 

単 価（予定） 

5,000円×2回 

総 額（予定） 

約 4,200万円 

 

※ 特定財源 

(国 1/2・都 1/4） 

約 3,100万円 

  ※ 予定単価は国の補助単価としており、今後三者協で正式決定される。 

 

２ 問題点・今後の方針 

都は「令和８年４～９月に出生した方の対応について各区の判断とす

る」旨の回答があった。 

同一年度に出産した方に対する不公平感が無いようにするため、他区の

状況等を情報収集したうえで実施に向け、令和８年度予算に計上すること

を検討していく。 
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地域保健福祉推進協議会                          

第２回健康あだち２１専門部会報告資料 
 
 

件 名  千住保健センター仮移転の状況について 

所管部課  衛生部千住保健センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

令和８年度からの千住庁舎の大規模改修に伴う、千住保健センターの仮移

転について、状況を報告する。 

なお、仮移転先での窓口業務及び健診実施等については、個別の通知や掲 

示物などで漏れなく周知するとともに、安心安全に配慮して事業にあたって

いく。 

 

１ 仮移転先の住所等 

仮移転先住所：足立区千住仲町１８番７号 

電 話 番 号：０３－３８８８－４２７７（変更なし） 

フ ァ ク ス：０３－３８８８－５３９６（変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ スケジュール・期間 

仮移転日作業日：令和８年３月２０日から２２日 

業 務 開 始 日：令和８年３月２３日 

仮 移 転 期 間：令和８年３月２３日から令和１０年５月末日（予定） 

 

３ 周知方法 

（１）あだち広報 

（２）ホームページ更新 

（３）健診などのご案内は個別の通知にて行う。 
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地域保健福祉推進協議会                          

第２回健康あだち２１専門部会報告資料 
 

 

件 名 
 小中学校における「おいしい給食」および「小児生活習慣病予防」

の取り組みについて 

所管部課  学校運営部学務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

１ 「おうちでもひと口目は野菜から」チャレンジシートの取り組み結果に 

ついて 

家庭での野菜摂取啓発を目的とし、１日３食ひと口目に野菜を食べ、シ

ートに色を塗ることに１０日間チャレンジする取り組み。 

これまで保育園、幼稚園で実施していた取り組みを就学後も継続するた

め、全小学校１年生と希望する小学校の５年生を中心に実施した。 

１年生用      ５年生用      記念品（鉛筆） 

       

※ 全６７校の１年生４,２１３人及び、３４校の２，８０９人 

計７,０２２人が実施 

 

２ 「給食メニューコンクール」の実施結果について 

子どもたちが、給食の献立作りのポイントを考慮しながらメニューを考 

えて料理を作ることで、食の重要性や食べる意欲を高めることを目的に夏 

休み期間に作品募集を行った（中学生は給食１食分、小学生は１品）。 

（１）テーマ『これが食べたい！魚を使った給食メニュー』 

（２）応募総数 ７，４４３作品 

（内訳）小学生 ４，６９６作品 

中学生 ２，７４７作品 

【参考】令和５年度応募総数：７，６９３作品 

（内訳）小学生 ４，３９７作品 

中学生 ３，２９６作品 
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３ 小松菜一斉給食の実施結果について 

ＪＡ東京スマイルより無償提供いただいた小松菜を使用し、小・中学校

で一斉に実施した。 

小学校 １,９１２束（一束５００ｇ） 

中学校 １,４７３束（一束５００ｇ） 

 

 

 

 

 

 

 

【カレー南蛮・小松菜入りジャンボ餃子・こまツナサラダ】 

実施日 １１月１１日（火）、１８日（火）、２６日（水） 

※各校いずれかの日で実施 

 

４ 令和７年度貧血・小児生活習慣病予防健診について 

（１）中学生 

① 対 象 者：中学２年生および前年度要医療者、要経過観察者、ヘ

モグロビン A1c検査結果が正常値以上の中学３年生 

② 実 施 日：令和７年１０月１４日(火）～１０月３１日(金）各学校 

③ 検査内容：肥満度、血清脂質、血圧測定、ヘモグロビン A1c 

④ 受診者数：４,１２６人（結果は集計中） 

（２）小学生 

① 対 象 者：小学５年生および前年度要医療者、要経過観察者、ヘ

モグロビン A1c検査結果が正常値以上の小学６年生 

② 実 施 日：令和８年１月１０日（土）足立区勤労福祉会館 

１月１４日（水）梅田地域学習センター 

１月２４日（土）足立区勤労福祉会館 

③ 検査内容：肥満度、血清脂質、血圧測定、ヘモグロビン A1c 

④ 申込者数：３６０人（資料作成時、健診実施中） 

 

５ 貧血・小児生活習慣病予防 事後指導講演会・個別相談会の実施結果に

ついて 

  令和７年１２月２０日（土）午後１時３０分から４時３０分 

  足立区役所庁舎ホール 
                    単位：人 

 講演会 医師相談 栄養相談 

参加者 69 3 25 
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６ 全小・中学校での歯みがきの実施について 

新型コロナウイルス感染症の５類移行後、毎日歯みがきを実施する学校

の割合は増加しているが、引き続き、給食後の歯みがきだけでなく、歯み

がき指導や啓発を通して、からだによい生活習慣の定着を図っていく。 
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地域保健福祉推進協議会                          

第２回健康あだち２１専門部会情報連絡資料 
 
 

件 名  休日応急診療事業における準夜間診療体制の変更について 

所管部課  衛生部衛生管理課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 足立区医師会より「休日応急診療所の準夜間帯の運用について、休日当番

医を日中及び３日以上の連休に優先して配置することによって、休日応急診

療事業の安定的な継続を図りたい」との申し入れがあった。 

ついては、医師会及び薬剤師会と協議のうえ、令和８年度以降の休日応急

診療事業における準夜間診療体制を以下のとおり変更する。 

 

１ 準夜間診療体制の変更内容 

 【変更前】 

令和７年度まで 

【変更後】 

令和８年度以降 

診療実施日 ① 日曜・祝日 

 

② 年末年始※１ 

① 日曜・祝日のみで構成 

される３日以上の連休※２ 

② 年末年始※１ 

受付時間 17:00～21:00 17:00～21:00（変更なし） 

実施場所 ① 足立区医師会館 

② 竹の塚※３ 
足立区医師会館 

   ※１ １２月３０日から翌年１月３日まで 

      （前後に引き続く日曜・祝日は開設日とする） 

   ※２ 令和８年度は８日間（5/3～5/6、9/20～9/23） 

   ※３ 令和２年５月から準夜間診療休止中 

 

２ 周知方法 

（１）あだち広報、区ホームページ、ポスター、ＳＮＳ(Ｘ［旧 Twitter］、 

Facebook)等で変更について周知を行う。 

（２）休日・夜間に開いている医療機関を探すことのできる「医療情報ネッ 

ト（ナビイ）」や、症状などから救急受診の目安を調べられる「東京版 

救急受診ガイド」等を、引き続き区ホームページ等で案内していく。 

 

３ 今後の方針 

診療体制変更後の区民ニーズを確認していくとともに、今後の運営に 

ついては、随時医師会及び薬剤師会と協議を行っていく。 
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地域保健福祉推進協議会                          

第２回健康あだち２１専門部会情報連絡資料 
 
 

件 名  １歳６か月児健康診査（内科）における受診期間の延長について 

所管部課  衛生部保健予防課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 １歳６か月児健康診査おける内科健康診査において、１歳８か月前々日ま

でを受診期間としていたが、受診率の向上を図るため、母子保健法で定める

２歳前々日までの受診期間に変更する。 

  

１ 概要 

現状において区の１歳６か月児健康診査は、内科健康診査を区内指定医

療機関で受診し、歯科健康診査を管轄の保健センターで受診としている。 

   

２ 変更内容 

 変 更 前 変 更 後 

内 科 
１歳６か月前日から 

１歳８か月前々日まで 

１歳６か月前日から 

最大２歳前々日まで 

（原則は１歳８か月前々日

まで） 

歯 科 
変更なし 

（１歳６か月前日から２歳前々日まで） 

 

３ 変更理由 

  受診期間を２歳前々日までに延長することで、もれなく内科健康診査を

受診できるようにするため。 

 

４ 開始時期 

  令和８年４月１日 

   

５ 周知 

（１）１歳６か月児健康診査の受診者に対する個別通知の中で案内していく。 

（２）１歳６か月児健康診査・歯科健康診査で判明した未受診者に対しては､

保健師による保健指導の中で案内していく。 

 

 

資料 11 

Administrator
タイプライターテキスト
31


